
Microsoft 365などのクラウドアプリケーション
のセキュリティを強化

オンプレミスからクラウドサービスへの移行に伴い、増大するメールやオンラインストレージなどのクラウドアプリ
ケーションへの脅威に対応する必要があります。
Inbound Security for Microsoft 365は、サンドボックスや機械学習、AI技術により、Microsoft 365のセキュリティ
レベルを強化します。 (powered byトレンドマイクロ株式会社）

Microsoft 365 無償健康診断受付中

こんな課題を解決

マルウェアや標的型メールからMicrosoft 365 のメール環境を守りたい

クラウドアプリケーションのセキュリティレベルを簡単に向上させたい

クラウド上でのファイル共有を安全に実施したい
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サービス概要

Microsoft、Excel、Microsoft 365は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。　仕様は予告なく変更する場合があります。
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未知の脅威を検知・対処
機械学習型検索により大量のランサムウェアの亜種に対抗すると共にクラウ
ドサンドボックスで標的型攻撃の「気づきにくい」脅威を検知し、適材適所の
クロスジェネレーションの技術でお客様の情報を守ります。
※全ての未知の脅威に対応するものではありません。

ビジネスメール詐欺対策
企業の経営幹部などになりすまし、従業員を騙して送金取引に係る資金を詐
取するといった、金銭的な被害をもたらすサイバー攻撃「ビジネスメール詐
欺」の対策を行います。

内部ドメイン間の脅威メールを検出
内部メール（内部ドメイン間のメール）を検索対象にすることができます。
なりすましによる内部からの攻撃なども検出可能です。

情報漏えい対策（DLP）機能
不適切な場所に個人情報やマイナンバーのデータを保管し
ていないことを、情報漏えい対策（DLP）機能により把握、
管理できます。攻撃された場合のデータ流出による被害を
防ぎます。

手動検索機能
インシデントが発生した際、手動検索機能により、特定の
ユーザー/グループに被害を拡大する可能性がないか、保管
されているメール/ファイルをまとめて検索することで把握
可能です。

自動連携防御機能
製品連携による、Connected Threat Defense対応

アンチウイルス サンドボックス
（仮想アナライザ）

機械学習型検索 Webレピュテーション
（不審URL検出）

情報漏えい対策高度な
スパムメール対策

ユーザーベースポリシー ログ／レポート ユーザー／管理者通知 カスタマイズ可能な情報漏えい対策テンプレート

Exchange Online
クラウド提供メール

SharePoint/OneDrive
Microsoft Teams

チームサイト/クラウドストレージ

Box
クラウドストレージ
※ビジネスプランが対象

Dropbox
クラウドストレージ
※ビジネスプランが対象

Googleドライブ

API接続

Microsoft 365 様々なクラウドサービス様々なクラウドサービス

お問い合わせ ： guardian-info@canon-mj.co.jp

■価格（税別） ： 月額300円／1ライセンス　初期費用不要
※ 新規・更新時および追加時の最低購入数量は5ライセンスとなります。 
※ ライセンスの課金対象はクラウドアプリケーションのログインアカウント数となります。


